
 

 

 

 

佐賀大学校友会では，平成 27 年１０月から宮﨑耕治学長のもとで，校友会役員をはじめとす

る会員や佐賀大学同窓会と共に校友会組織の拡大と多くの学生への支援ができる体制づくりに取

り組んでおります。 

今回，第７回佐賀大学ホームカミングデーを開催するにあたり，参加者の皆様に学生の諸活動

への支援及び校友間交流への支援の状況を報告し，多くの方に佐賀大学校友会の設置の趣旨や活

動内容に御理解をいただきたく思っております。 

本日は，平成２９年度に校友会からの奨励金により海外で国際的な研究活動を行った代表学生

及び海外の協定校へ留学した代表学生の報告会と，これまでの校友会の活動状況を報告いたしま

す。 

校友会設立から平成２７年度までの支援状況は，佐賀大学校友会会報第１号や支援事業報告書

（平成 2９年 11 月 2５日）にて会員の皆様へご報告させていただくとともに，校友の皆様に

は，ホームページにて最新の情報を提供していますのでぜひ一度ご覧ください。 

佐賀大学校友会ホームページ：ＵＲＬ https://koyukai.admin.saga-u.ac.jp/ 
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取り組んでいきたいと思っており

ます。 

皆様からの校友会に対するご意見 

等お待ちしております。 

 

佐賀大学校友会 事務局 

佐賀大学校友会（支援事業報告） 
平成 30年 11月 17日 

(第 7 回佐賀大学ホームカミングデー) 

 



海外派遣奨励金受給者（平成２９年度受給） 
フィンランドの教育から学んだもの                       

文化教育学部国際文化課程  長 尾 冴 子 

留 学 先：フィンランド ユバスキュラ大学 

派遣期間：平成２９年８月～平成３０年５月 

○ 奨学金受給の使途・効果 
支援いただきました奨学金については、留学前の準備費として使用させて頂きま
した。特に航空券と海外保険代はともに 10 万円を超える大金を支払わなければ
ならなかったため、こちらを援助して頂くことで、個人で用意したお金を現地で
の生活費に回すことができました。 
 

○ 短期的な視点で一言 
私は、教育の中でも特に英語教育を見てきました。日本の英語教育は 4 技能全
てを重視しがちですが、フィンランドで大切なのはまず聞くことと話すことで
す。そして、フィンランドが取り入れているこの 2 技能の学習は日本でも取り
入れられるのではないかと感じ、確かな手ごたえを感じています。 
 

○ 長期的な視点で一言 
私はこの留学で、教育というものをお金の面で変えていきたいと思うようになり
ました。二国の教育にかかるお金の差は一目瞭然です。来春から地域創生の会社
に勤め、地域の経済循環に貢献します。そして少しでも教育にお金をかけられる
仕組みづくりをし、子供たちに明るい未来を与えたいです。 
 

○ 校友会の皆様へ 
  私にとって留学は高校時代からの夢でした。留学前に経済的な面でとても不安でしたが、

何不自由なく留学に打ち込むことができたのは校友会の皆様のお力添えなくしてあり得ま

せんでした。一年間勉強に集中し、多くの友人に支えられたかけがえのない時間を与えて

くださった皆様に心から感謝するとともに、今後の自分の目標に向かって精進していきた

いと思います。 

～～ 奨励金受給者による報告 ～～  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国際交流奨励金受給者（平成２９年度受給） 
ミャンマー研修を振り返って                       

農学研究科生物資源科学科  山 本 ちひろ 

研 修 先： ミャンマー 

派遣期間：平成 28 年１２月末～平成 29 年１月上旬 

 
○ 奨学金受給の使途・効果 

支援していただいた奨学金は，渡航費にあてさせて頂きました． 
ミャンマーでは，研究の拠点にしたマンダレー大学周辺だけでなく，試料の 
採取のためにミャンマー北部に位置するミッチーナーにも滞在し，広範囲に 
渡って活動することができました．                     
 

○ 短期的な視点で一言 
ミャンマー北部にカンキツの起源地域が含まれています．さらに，ミャンマー  
を始めとする東アジアでは，その使用も盛んです．商業的に出回っている栽  
培品種だけでなく，野生品種のサンプルも採取することができました．また，   
カンキツの形状だけでなく，独特な使用法もあり，カンキツが栽培において  
特に有用な植物の 1 つと再認識し，さらなる研究意欲がわきました． 
             

○ 長期的な視点で一言 
国外のあまり機材が発展しているわけではない土地で研究することで，佐賀   
大学が如何に勉強や研究しやすい環境が整っているかを，実感いたしました．  
また，海外で他文化の刺激を受け，海外とのつながりが，より研究環境をよ 
くすることに役立つと感じました．佐賀大学のためにも，今後の研究のため 
にも，この経験を新たな交流のきっかけにしていきたいと思います．      
 

○ 校友会の皆様へ                             

校友会の皆様の援助のおかげで，金銭面の心配を取り除くことができ，この貴 
重な経験をする事ができました．短期の調査活動であるからこそ，長期間の留 
学などとは異なり，尻込みしてしまう面もありましたが，短期での補助もして 
くださり，誠に感謝しております．ありがとうございました．               
 



～～ 平成２９年度の支援状況（学生支援） ～～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
～～ 平成２９年度の支援状況（学生支援） ～～ 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
国際交流奨励金（２件 １０万円）・・・学生の国際的な活動のための支援 
 
  大学院農学研究科修士課程生物資源科学専攻        山 本 ちひろ 

  派遣期間等：海外における研究会、共同研究（平成２９年１２月２３日～平成３０年１月８日） 

派 遣 先：ミャンマー 

 

大学院工学系研究科博士前期課程知能情報システム学専攻  田 中 雄 也 

  派遣期間等：その他海外における活動（平成３０年４月１５日～平成３０年４月１８日） 

派 遣 先：アメリカ 

 
海外派遣奨励金（４件 １０５万円）・・・学生の海外留学のための支援 
 

大学院教育学研究科課程教科教育専攻           河 野 翔 太 

留学先等：フィンランド ユバスキュラ大学 

留学期間：平成２９年８月～平成２９年１２月  

 

文化教育学部国際文化課程                長 尾 冴 子     

留学先等：フィンランド ユバスキュラ大学 

留学期間：平成２９年 8 月～平成３０年 5 月 

 

農学部応用生物科学科                  川久保 修 佑     

留学先等：アメリカ スリッパリーロック大学 

留学期間：平成２９年８月～平成３０年５月 

 

農学部生物環境科学科                  浅 田 祐 太 

留学先等：リトアニア ヴィタウタスマグヌス大学 

留学期間：平成３０年１月～平成３０年１２月 

   

校友間交流事業（海外版ホームカミングデー） 

 
 ○佐賀大学ホームカミングデー in 北京 

  開催日：平成 2９年 １２月 ９日（土） 

    会 場：中国・北京市内ホテル 

  概 要：本学からは、寺本理事・副学長をはじめ、中国の大学との協定締結時に学長を務めた佐古名

誉教授、初代留学生センター長の田端名誉教授等が参加。来賓は、協定校、在中国日本国大使館、

科学技術振興機構北京代表処、北京佐賀県人会、佐賀県地域交流部国際課等。参加者は佐賀大学の

元留学生 35 名を含む計 67 名。中国での開催は、2012 年 9 月の杭州開催に続いて 2 回目、北

京での開催は初。佐賀大学寺本理事の挨拶の中で、現在本学では、留学生全体の約 4 割にあたる

84 名の中国人留学生が在籍しており、国別で最多であること、中国は今後も本学にとって国際交

流の最も重要な地域であることが述べられた。式中、佐賀大学で学んだ中国人留学生会の発足式が

行われ、初代会長の北京工業大学・李徳勝教授、世話役の天津科技大学・宋麗紅准教授に佐賀大学

友好特使を委嘱。北京佐賀県人会の渡辺氏からは、所属する久光製薬の中国における現地法人の活

動について紹介。最後に、佐古元学長からの挨拶の中で中国語の歌が披露され、別れを惜しみつつ

再会を約し閉会。 
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校友間交流事業（ホームカミングデー） 

 

 ○第６回佐賀大学ホームカミングデー 

  開催日：平成 2９年 11 月２５日（土） 

    会 場：佐賀大学教養教育２号館、美術館 

概 要：卒業後 50 年，40 年，30 年，20 年の近県在住のＯＢ，ＯＧを招待。 
卒業生の方２８名を含む５７名が参加。 

  企 画：大学の研究紹介  
全学教育機構 中尾 友香梨 准教授 
「佐賀城下にあった幻の大名庭園」 

      学生発表  
芸術地域デザイン学部学生作成作品紹介 

 「VR(ﾊﾞｰﾁｬﾙﾘｱﾘﾃｨｰ)で体験する仮想空間築城ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」 
佐賀大学校友会からの奨励金受給者による報告会 
美術館での作品鑑賞 
  「佐賀大学特設美術科３６期生 卒業５０周年展」 
  「久富邦夫展」 
美術館スタジオにて懇談会                

佐賀大学校友会事務局 
〒840-8502 佐賀市本庄町 1(国立大学法人佐賀大学 1
階) 

電話 0952-28-8154 
（月曜日から金曜日 8:30～17:15 [祝日は除く]） 
ホームページＵＲＬ Http:/koyukai.admin.saga-u.ac.jp/ 


